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５
月
27
日
か
ら
33
日
間
の
日
程
で
、
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
第
２
回
船
橋
市
議
会
定
例
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の
６
月
28
日
、
市
長
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
約
60
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算

案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
避
難
所
備
蓄
品
の
新
規
・
拡
充
や
、
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
へ
の
補
助
金
、
定
額
減
税
（
所
得
税
で
３
万
円
、
住
民
税
で
１
万
円
）
の
調
整
給
付
金
な
ど
で
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
「
地
方
自
治
法
改
定
案
の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
」
「
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
裏

金
事
件
の
真
相
究
明
を
求
め
る
意
見
書
」
「
危
険
な
『
子
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
』
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
」
等
、
５
つ
の
意
見
書
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

　

ど
の
意
見
書
も
、
今
後
の
市
民
生
活
に
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
声
を
上

げ
て
い
き
ま
す
。

午後１時
～４時19月19日（木）

第２回
定例議会

　

千
葉
県
教
育
委
員
会
は
、

２
０
０
１
年
以
降
、
県
立
高
校

の
統
廃
合
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
今
年
５
月
に
は
統
廃
合
の

対
象
校
名
（
７
校
）
を
明
ら
か

に
し
、
今
後
の
学
校
の
あ
り
方

を
関
係
者
か
ら
聴
取
す
る
「
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開
催
を
決

　

市
民
か
ら
出
さ
れ
た
「
船

橋
市
の
防
災
に
関
す
る
陳

情
」
が
反
対
多
数
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
陳
情
は
防
災
対
策
予

算
の
増
額
、
避
難
所
の
備
蓄

充
実
、
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

導
入
な
ど
12
項
目
の
要
望
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

質
疑
の
中
で
、
段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
は
２
社
と
協
定
し
て

い
る
が
「
必
要
個
数
は
決
ま

っ
て
い
な
い
」
、
「
避
難
所
と

な
る
小
中
学
校
の
食
料
備
蓄

は
１
か
所
70
人
分
」
な
ど
、

今
、
震
災
が
起
き
た
ら
心
配

に
な
る
実
態
が
明
ら
か
に
な

　

今
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
約

60
億
円
の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
が
、
こ
の
う
ち
約

46
億
円
は
、
岸
田
政
権
が
実
施

す
る
定
額
減
税
（
所
得
税
で

３
万
円
、
住
民
税
で
１
万
円
）

め
ま
し
た
。

　

対
象
校
の
う
ち
、
３
校
（
豊

富
高
・
船
橋
北
高
・
八
千
代
西

高
）
が
同
じ
地
域
に
集
中
し
、

内
２
校
が
船
橋
市
内
の
高
校
で

す
。
豊
富
・
船
橋
北
高
校
と
も

に
、
市
内
の
中
学
校
か
ら
の
生

徒
の
受
け
皿
と
し
て
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
「
市

内
の
生
徒
へ
の
影
響
」
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
が
、
理
事

者
か
ら
は
「
県
か
ら
は
ハ
ッ
キ

リ
と
高
校
名
は
聞
い
て
い
な

い
」
「
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

も
聞
い
て
い
な
い
」
「
憶
測
で

動
く
こ
と
は
控
え
る
」
「
中
学

校
か
ら
の
聞
き
取
り
は
し
て
い

な
い
」
と
、
ま
る
で
「
県
立
高

校
の
こ
と
は
市
に
は
関
係
あ
り

ま
せ
ん
」
と
思
え
る
よ
う
な
答

弁
し
か
返
っ
て
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
、

少
人
数
学
級
な
ど
す
ぐ
れ
た
実

践
を
し
て
い
る
地
元
の
県
立
高

校
の
存
続
を
県
に
要
請
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

り
ま
し
た
。

　

反
対
理
由
は
「
市
は
防
災

の
取
組
を
進
め
て
い
て
、
そ

の
考
え
方
で
基
本
的
に
今
後

も
進
め
て
い
く
べ
き
も
の

（
無
所
属
）
」
や
「
賛
成
で
き

な
い
項
目
が
あ
る
（
飛
翔
）
」

で
し
た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
防
災
対

策
は
市
が
一
方
的
に
進
め
る

の
で
は
な
く
「
こ
う
し
た
陳

情
の
よ
う
な
市
民
の
声
を
聞

い
て
、
市
民
と
の
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
を
す
る
中
で
、
よ
り

よ
い
も
の
に
な
っ
て
い
く
」

と
賛
成
の
意
見
を
主
張
し
ま

し
た
。 

財
源
調
整
基
金
は
１
９
３
億
円
も
あ
る
の
に 

　

市
民
へ
の
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
な
し

地
元
県
立
高
校
の

存
続
を
求
め
る

防
災
対
策
の
充
実
を
求
め
る
陳
情
の
不
採
択
、な
ぜ
？
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来年も戻って来てね船橋再発見

　小室駅では毎年、１階エレベーター入り口のライト上にツ

バメが巣を作り、春から夏にかけて２回雛が孵ります。駅

周辺には他にも別のツバメの巣が２つあり、小室駅周辺に

はたくさんのツバメが飛び交っています。ツバメも人に慣れ

ているのか、間近にとまって、写真におさまります。

　来年もまた小室に戻って来てね。

「
猛
暑
と
物
価
高
騰
か
ら
市
民
を
守
れ
」

　
　

追
加
の
補
正
予
算
を
求
め
る

の
た
め
の
調
整
給
付
金
で
す
。 

　

つ
ま
り
、
補
正
予
算
の
ほ
と

ん
ど
が
、
国
か
ら
の
予
算
で
す
。

　

市
民
か
ら
は
、
何
と
か
し
て

ほ
し
い
と
い
う
悲
痛
な
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
熱
中
症
ア

ラ
ー
ト
が
出
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
電
気
代
を
節
約

す
る
た
め
に
エ
ア
コ
ン
の
使
用

を
控
え
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

市
は
１
９
３
億
円
も
の
財
源

調
整
基
金
が
あ
り
な
が
ら
、
低

所
得
世
帯
へ
の
物
価
高
騰
対
策

を
提
案
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

馬込沢

船橋法典

下総中山

原木中山 西船橋 船橋

大神宮下

船橋競馬場

津田沼

東船橋

前原

薬園台

習志野

北習志野

飯山満

総武線

京葉線

東
西
線

高根公団

小室
北総開発鉄道

東葉
高速
鉄道

南船橋

塚田

新船橋

海神

中
山

西
船

滝
不
動

二
和
向
台

船
橋
日
大
前

三
咲

東
海
神

東
中
山

武
蔵
野
線

新
京
成
電
鉄

新
京
成
電
鉄東

武
野
田
線

馬込沢

船橋法典

下総中山

原木中山 西船橋 船橋

大神宮下

船橋競馬場

津田沼

東船橋

前原

薬園台

習志野

北習志野

飯山満

総武線

京葉線

東
西
線

高根公団

高根木戸高根木戸

小室
北総開発鉄道

東葉
高速
鉄道

南船橋

塚田

新船橋

海神

中
山

西
船

滝
不
動

二
和
向
台

船
橋
日
大
前

三
咲

東
海
神

東
中
山

武
蔵
野
線

東
武
野
田
線

●
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公園

　

今
、
物
価
高
騰
対
策
が
無
策

で
は
、
市
民
の
命
を
お
び
や
か

し
ま
す
。
引
き
続
き
、
緊
急
の

対
応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。
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共
産
＝
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
民
主
＝

市
民
民
主
連
合
（
11
人
）
、
公
明
＝
公
明

党
（
10
人
）
、
結
＝
結
（
７
人
）
、
清
風
＝

清
風
会
（
５
人
）
、

飛
翔
＝
飛
翔
（
４
人
）
、

市
政
＝
市
政
会
（
議
長
を
除
く
３
人
）
、

無
所
属
（
４
人
）
は
・
三
・
か
・
佐
＝
各

議
員
の
頭
文
字　

【
○
＝
賛
成　

×
＝
反

対　

退
＝
退
席　

欠
＝
欠
席
】　

非
常
に
狭
い
習
志
野
駐
屯
地
に

落
下
傘
降
下
！

発
達
性
読
み
書
き
障
害（
デ
ィ
ス
レ
ク

シ
ア
）
実
態
調
査
・
学
習
権
の
保
障
を

「
救
急
外
来
受
診
患
者
か
ら
の
特
別
の
料
金

（
７
７
０
０
円
）
徴
収
は
不
要
」
を
求
め
る

震
災
時
の
デ
マ
、
関
東
大
震
災
時
の
船
橋
市

で
起
き
た
朝
鮮
人
虐
殺
事
件
を
語
り
つ
ぐ

　

自
衛
隊
の
落
下
傘
部
隊
の
訓

練
地
の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
に
狭

い
の
が
習
志
野
演
習
場
で
す
。

　

そ
の
為
に
失
敗
し
て
演
習
場

外
の
民
家
や
学
校
、
県
道
な
ど

に
落
下
し
て
し
ま
う
事
故
（
場

外
降
着
）
が
同
演
習
場
で
は
頻

発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
演
習
場

の
隣
に
あ
る
習
志
野
駐
屯
地
は

演
習
場
よ
り
も
狭
く
、
落
下
傘

降
下
は
大
変
危
険
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
春
の
駐
屯
地
創
立

記
念
行
事
に
際
し
、
昨
年
と
今

　

日
本
共
産
党
は
６
月
議
会

で
、
発
達
性
読
み
書
き
障
害
（
デ

ィ
ス
レ
ク
シ
ア
）
の
子
ど
も
の

学
習
権
の
保
障
を
求
め
ま
し

た
。
知
的
に
は
問
題
が
な
い
の

に
読
み
書
き
の
能
力
だ
け
に
困

難
が
あ
る
発
達
性
読
み
書
き
障

害
は
、
日
本
の
小
学
生
の
７
～

　

船
橋
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
紹

介
状
な
し
で
受
診
し
た
際
に
、

初
診
料
の
他
に
、
「
非
紹
介
患

者
初
診
加
算
料
」
（
以
下　

特

別
の
料
金
）
と
し
て
、
一
般
外

来
に
限
ら
ず
、
救
急
外
来
で
も

患
者
さ
ん
か
ら
７
７
０
０
円
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
定
め
で
は
、

　

関
東
大
震
災
時
、
「
朝
鮮
人

が
暴
動
を
起
こ
す
」
の
デ
マ

で
、
住
民
や
警
察
・
軍
隊
が
多

く
の
朝
鮮
人
等
を
殺
害
す
る
事

件
が
起
き
ま
し
た
。
船
橋
市
は

そ
の
事
件
が
多
発
し
た
と
こ
ろ

で
す
（
表
）
。
背
景
に
は
避
難

し
て
き
た
多
数
の
震
災
被
災
者

か
ら
デ
マ
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ

と
、
北
総
鉄
道
（
東
武
野
田

線
）
を
敷
設
す
る
朝
鮮
人
労
働

者
が
近
隣
に
多
く
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
行
田
に

あ
っ
た
海
軍
無
線
電
信
場
船
橋

送
信
所
が
こ
う
し
た
デ
マ
を
送

年
の
２
回
、
降
下
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
今
回
は

場
外
降
着
事
故
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
周
辺
住
民
の
安
全

を
無
視
し
た
自
衛
隊
の
蛮
行
を

許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

「
自
衛
隊
の
活
動
は
国
の
行

う
こ
と
だ
か
ら
市
は
何
も
言
わ

な
い
」
と
い
う
市
の
方
針
は
間

違
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
安
全

の
為
、
駐
屯
地
へ
の
降
下
は
二

度
と
行
わ
な
い
よ
う
市
は
国
に

申
し
入
れ
る
べ
き
で
す
。

８
％
に
存
在
す
る
と
さ
れ
、
そ

の
困
難
さ
か
ら
学
習
が
遅
れ
、

勉
強
自
体
が
苦
手
・
嫌
い
に
な

っ
た
り
、
自
信
を
な
く
し
不
登

校
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

党
が
実
態
調
査
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
学
校
教
育
部
長
は
個
別

に
指
導
・
助
言
を
し
て
い
る
と

「
救
急
の
患
者
等
に
つ
い
て

は
、
特
別
の
料
金
を
求
め
て
は

な
ら
な
い
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
「
救
急
車
で
来
院

し
た
患
者
さ
ん
か
ら
は
徴
収
し

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
同

じ
患
者
さ
ん
が
救
急
車
を
使
わ

ず
に
救
急
外
来
を
受
診
し
た
場

信
、
地
元
住
民
に
武
器
を
渡
し

警
戒
を
命
じ
て
い
ま
し
た
。
デ

マ
と
朝
鮮
人
等
へ
の
差
別
が
生

ん
だ
事
件
で
し
た
。
日
本
共
産

党
は
船
橋
市
に
、
事
件
を
歴
史

の
教
訓
と
し
て
語
り
継
い
で
い

く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

市
長
は
「
本
当
に
平
和
な
社

会
、
世
界
を
つ
く
っ
て
い
く
う

え
で
、
歴
史
の
資
料
と
し
て
し

っ
か
り
と
ど
め
て
お
く
。
何
か

の
折
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
非

常
に
大
事
。
市
と
し
て
今
後
十

分
留
意
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

▼議案等に対する各議員の
賛否についてはこちら

（船橋市議会HP内PDF）

答
え
ま
し
た
が
、
未
診
断
の
子

ど
も
は
放
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

党
は
さ
ら
に
特
別
支
援
教
育
支

援
員
の
大
幅
増
、
管
理
職
や
通

常
学
級
の
担
任
へ
の
研
修
、
障

害
特
性
を
伝
え
る
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
の
作
成
な
ど
を
求
め
ま
し

た
。
市
側
は
研
修
に
つ
い
て
答

え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
は
検
討
す
る
と
答
弁
。

実
効
的
な
と
り
く
み
が
急
が
れ

ま
す
。

月　日 場　所 被害者数 実行者数 罪　名

９月４日 船橋町警察署付近
（現船橋市商工会議所付近） １０数名 １１ 傷害及び

傷害致死

９月４日 船橋町九日市避病院前
（旧船橋市保健センター付近） ３ １ 殺人

９月４日 船橋町九日市（船橋駅周辺） ３８ １４ 騒擾殺人

９月４日 中山村若宮
（藤原地先北方十字路付近） １３ ５ 騒擾殺人

９月５日  同　　上 ３ ３ 騒擾殺人

合
は
、
７
７
０
０
円
を
徴
収
す

る
と
い
う
、
矛
盾
し
た
扱
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

救
急
外
来
を
受
診
す
る
患
者

さ
ん
は
み
な
緊
急
性
を
感
じ
て

受
診
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
救

急
外
来
を
受
診
す
る
す
べ
て
の

患
者
さ
ん
に
対
し
、
特
別
の
料

金
の
徴
収
を
や
め
る
べ
き
だ
」

と
質
し
ま
し
た
が
、
「
医
療
の

機
能
分
化
に
沿
っ
て
、
今
後
も

厚
生
労
働
省
の
通
知
に
の
っ
と

り
対
応
す
る
」
と
の
答
弁
に
終

わ
り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
改

善
を
求
め
て
ま
す
。

内　容 結果 共産 民主 公明 結 清風 飛翔 市政 は 三 か 佐

意
見
書（
発
議
案
）

次期戦闘機の第三国輸出を撤回し、「武器輸出三原則」の立場に
戻るよう求める意見書 否決 〇 〇：３

×：８ ×️ ×️ ×️ 〇：１
退：３ × 〇️ 〇 ×️ ×️

離婚後共同親権の拙速な導入を中止し、ひとり親支援の総合的な
施策を拡充するよう求める意見書 否決 〇 〇：８

退：３ ×️ ×️ ×️ 〇：２
×：２ × ×️ 〇 〇️ ×️

政治資金パーティー裏金事件の真相究明を求める意見書 否決 〇 〇 × × × × × × 〇 × ×

危険な「子ども誰でも通園制度」撤回を求める意見書 否決 〇 ×️ ×️ ×️ ×：４
欠：１

〇：１
×：３ ×️ 〇️ 〇️ ×️ ×️

地方自治法改定案の廃案を求める意見書 否決 〇
〇：７
退：３
×：１

×️ ×️ ×：４
欠：１ 〇 ×️ 〇 〇️ ×️ ×️

主
な
陳
情
・
請
願

核兵器禁止条約に署名・批准を国に求める意見書提出についての
陳情 不採択 〇 〇 ×️ ×️ ×️ 〇 ×️ 〇 〇 × ×️

選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書の提出につい
ての陳情 不採択 〇 〇 ×️ ×️ ×️ 〇️ ×️ 〇️ 〇 〇️ ×️

女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める意見書
の日本政府への提出についての陳情 不採択 〇 〇 ×️ ×️ ×️ 〇 ×️ 〇️ 〇 〇️ ×️


